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Ⅰ 概要

Ⅱ 準備

・ 標準液：ホルマジン・PSL(ポリスチレンラテックス混和標準液)・カオリンなど、濁度測定⽤の標準液を⽤意します。

・ 希釈⽔：濁度成分のない純⽔、超純⽔などを⽤意します。

・ 希釈⽤器具：メスフラスコ／マイクロピペット等を⽤意します。

・ サンプルセル（標準添付品）： 1インチ丸型ガラスセル［Cat.No. 2084900］
　　※オプションのセルアダプタを使⽤することにより、径の⼩さいサンプルセルをご使⽤いただけます。

・ セルアダプタ（オプション品）： Φ13mm⽤［Cat.No. 3033400］
Φ16mm⽤［Cat.No. 3033500］
Φ19mm⽤［Cat.No. 3033600］

・ サンプルセル（オプション品）： Φ13mmバイアル, ⾼さ100mm, 10本⼊, 蓋付き［Cat.No. 2096208］
Φ16mmバイアル, ⾼さ100mm, 6本⼊, 蓋別売［Cat.No. 2275806］
Φ16mmバイアル(#2275806)⽤蓋, 6個⼊［Cat.No. 2241106］
※Φ19mmバイアルのHACH純正品および当社推奨品はございません。
   外形Φ18〜19mmの市販品をご⽤意ください。

　 TL2350濁度計では、ユーザープログラム機能をご使⽤いただけます。
　 ユーザープログラムは、任意の濃度／ポイント数でユーザーの⽬的に合った検量線を作成することができます。
　 ユーザープログラムは、NTU濁度を基準とした検量線作成プログラムとなっております。検量線作成⽤に調製した各標準液
のNTU濁度を測定し、調製標準液濃度とそれに対するNTU濁度値により検量線を作成します。
　 検量線作成⽅法は３種類から選択できます。
　 ①校正値を⼊⼒：あらかじめ測定した調製標準液のNTU濁度と調製標準液濃度を⼊⼒する
　 ②標準液を測定：調製標準液のNTU濁度を測定しながら検量線を作成する
　 ③演算式を⼊⼒：調製標準液のNTU濁度と調製標準液濃度の関係式（検量線式）を⼊⼒する
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Ⅲ TL2350濁度計の校正

 はじめに

　 ユーザープログラムは、NTU濁度を基準とした検量線プログラムとなっております。
　 ユーザープログラムにより検量線を作成する前に、標準添付のStablCal標準液セット（Cat.No. 2659505）を
⽤いて濁度計の校正を⾏います。
　 校正を⾏う前に、StablCal標準液セット（Cat.No. 2659505）の有効期限を確認してください。有効期限は、
各バイアルのラベルに記載されております（例：Exp. Aug-18・・・2018年8⽉まで有効）

　 ユーザープログラムによる測定の精度を維持するためには、定期的な校正が必要となります。
   StablCal標準液セットにより濁度計を校正することで、間接的にユーザープログラムの校正を⾏います。

1 TL2350濁度計の電源を⼊れます。

サイドメニューから 「校正」 を選択します。

2 校正画⾯が起動します。

右下の 「オプション」メニューを開きます。

3 「校正セットアップ」 を選択します。
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4 「校正曲線」 を選択します。

5 「StablCal® (0-10000NTU)」 を選択します。

「OK」 を押します。

6 ⾃動で校正セットアップ画⾯に戻ります。

「閉じる」 を押します。

7 校正画⾯に移ります。

<0.1NTUから順にStablCal標準液バイアルを
測定し、校正を⾏います。

7500NTUの測定後に20NTUバイアルで検証
測定を⾏います。
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8 校正および検証測定を終えると、校正結果の確認
画⾯が表⽰されます。

「保存する」 を押して校正を保存します。

9 校正後は画⾯左上の検量線アイコンが「  」と
なっていることを確認します。

これで校正は完了です。
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Ⅳ ユーザープログラム作成⼿順［校正値を⼊⼒］

 はじめに

　 ここでは、「校正値を⼊⼒」によるユーザープログラム作成⼿順について説明します。
　 「校正値を⼊⼒」は、あらかじめ測定した調製標準液のNTU濁度と調製標準液濃度を⼊⼒して検量線を作成する
モードです。

　 本資料 「Ⅲ TL2350濁度計の校正」 ⼿順に従ってStablCal標準液セット（Cat.No. 2659505）で濁度計
を校正のうえ、調製標準液の濁度測定を⾏います。

 調製標準液の測定

　 ホルマジン ・ PSL(ポリスチレンラテックス混和標準液) ・ カオリンなど、濁度測定⽤の標準液を⽤意します。
　 濁度測定⽤の標準液を純⽔で希釈調製し、複数ポイントの調製標準液を⽤意します。調製標準液は、測定を
⾏う予定の範囲よりも広めに⽤意し、⽬的の測定領域が検量線の範囲内に収まるようにします。

　 各調製標準液をサンプルセルに⼊れ、サンプルセルを測定部に挿⼊します。測定部カバーを閉めて「測定」を押し、
調製標準液の濁度(NTU)を測定し記録します。
　 各調製標準液濃度と、その濁度値(NTU)の組み合わせを、下記⼿順にて検量線として⼊⼒します。

1 TL2350濁度計の電源を⼊れます。

サイドメニューから 「校正」 を選択します。

2 校正画⾯が起動します。

右下の 「オプション」 メニューを開きます。
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3 「校正セットアップ」 を選択します。

4 「ユーザープログラム」 を選択します。

5 登録済みユーザープログラム⼀覧が開きます。
※初期状態は、空⽩となっています。

「オプション」 を開きます。

6 プログラムオプションが起動します。

「新規」 を選択します。

6



7 ⾃動的に、現在空いているプログラム番号が表⽰され
ます。

プログラム番号は、9000〜9099の中から任意に選択
できます。

番号が確定したら 「OK」 を押します。

8 続いて、ユーザープログラム名の⼊⼒画⾯に移ります。

9 任意のプログラム名を⼊⼒します。

例として、「PSL_0-25」 と⼊⼒します。
プログラム名は、アルファベット、数字、記号の組合せ
により⼊⼒できます。

⼊⼒が完了したら、「次へ」 を押します。

10 続いて、単位の選択画⾯に移ります。

使⽤する単位を反転選択し、「次へ」 を押します。
⼿順15へ進みます。

使⽤する単位がリストに無い場合は、⼿順11へ
進みます。
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11 使⽤する単位が無い場合は、任意の単位を⼊⼒
します。

単位画⾯をスクロールして⼀番下の[空欄]を選択し、
「編集」を押します。

12 任意の単位⼊⼒画⾯に移ります。

13 例として、「PSL」 と⼊⼒します。
単位は、アルファベット、数字、記号の組合せにより
⼊⼒できます。

⼊⼒が完了したら、「OK」 を押します。

14 単位の選択画⾯に戻ります。
⼊⼒した単位が設定されていることを確認します。

「次へ」 を押します。
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15 検量線作成の基準となる単位の確認画⾯に移り
ます。

「NTU」以外は選択できませんので、「次へ」 を押して
先に進みます。

16 検量線作成⽅法の選択画⾯に移ります。

「校正値を⼊⼒」 を選択し、「次へ」 を押します。

17 検量線データ⼊⼒画⾯が開きます。

あらかじめ測定した調製標準液のNTU濁度と調製
標準液濃度の組み合わせを、濃度が低い順に⼊⼒
していきます。

まず、画⾯右下の 「＋」 を押します。

18 １ポイント⽬の調製標準液濃度⼊⼒画⾯が開きます。
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19 例として、「0.25」 を⼊⼒します。

「OK」 を押します。

20 続いて、１ポイント⽬のNTU濁度値⼊⼒画⾯が開き
ます。

21 ⼿順19で⼊⼒した調製標準液の濁度測定値(NTU)
を⼊⼒します。

例として、「0.186」 を⼊⼒します。

「OK」 を押します。

22 検量線データ⼀覧に移ります。
１ポイント⽬のデータが⼊⼒されていることを確認します。

続いて、２ポイント⽬のデータ⼊⼒を⾏います。
画⾯右下の 「＋」 を押します。
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23 ２ポイント⽬の調製標準液濃度⼊⼒画⾯が開きます。

24 例として、「0.5」 を⼊⼒します。

「OK」 を押します。

25 続いて、２ポイント⽬のNTU濁度値⼊⼒画⾯が開き
ます。

26 ⼿順24で⼊⼒した調製標準液の濁度測定値(NTU)
を⼊⼒します。

例として、「0.330」 を⼊⼒します。

「OK」 を押します。
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27 検量線データ⼀覧に移ります。
２ポイント⽬までのデータが⼊⼒されていることを確認
します。

同様の⼿順で調製標準液濃度を⼊⼒していきます。
校正点は、最⼤24ポイントまで設定できます。

28 全ての検量線データを⼊⼒したら、⼊⼒内容に誤りが
ないことを確認し、「次へ」 を押します。

29 検量線式の選択画⾯に移ります。
「次へ　検量線」 を繰り返し押すことで検量線形式が
変わり、⼀次式／⼆次式／三次式の切替ができます。

※⼊⼒ポイント数や直線性の程度により、三次式が
表⽰されない場合があります。

右図は⼀次式の例です。

30 右図は⼆次式の例です。

12



31 右図は三次式の例です。

直線性や画⾯左下のr2値を確認し、最適な式を
検討します。

32 強制ゼロ機能により、検量線の切⽚をゼロに設定
することができます。

画⾯下の「強制ゼロ オフ」を押して「強制ゼロ オン」
に切り替えます。

「次へ　検量線」 を押します。

33 切⽚をゼロとした⼆次式の例です。

「次へ　検量線」 を繰り返し押すことで検量線形式の
切替ができます。

34 切⽚をゼロとした三次式の例です。
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35 切⽚をゼロとした⼀次式の例です。

検量線形式と切⽚設定が決まったら、「完了」 を押し
ます。

※ 「完了」 を押した時点では、検量線プログラムは
保存されておりません。

36 検量線詳細が⼀覧で表⽰されます。
単位や検量線形式、切⽚設定等を再度確認します。

「保存する」 を押します。

37 「Program data is updating...」がポップアップ
で表⽰されます。

ポップアップ表⽰が消えたら、ユーザープログラムの保存
が完了です。

「終了」 を押します。

38 登録済みユーザープログラム⼀覧に戻ります。
作成したプログラムが追加されていることを確認します。

「戻る」 を押してユーザープログラム編集を終了します。
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Ⅴ ユーザープログラム作成⼿順［標準液を測定］

 はじめに

　 ここでは、「標準液を測定」によるユーザープログラム作成⼿順について説明します。
　 「標準液を測定」は、調製した標準液を測定しながらユーザー検量線を作成していくモードです。

　 濁度基準物質（標準液）と、測定に使⽤するサンプルセルをご⽤意ください。

1 TL2350濁度計の電源を⼊れます。

サイドメニューから「校正」を選択します。

2 校正画⾯が起動します。

右下の「オプション」メニューを開きます。

3 「校正セットアップ」を選択します。
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4 「ユーザープログラム」を選択します。

5 登録済みユーザープログラム⼀覧が開きます。
※初期状態は、空⽩となっています。

「オプション」を開きます。

6 プログラムオプションが起動します。

「新規」を選択します。

7 ⾃動的に、現在空いているプログラム番号が表⽰され
ます。

プログラム番号は、9000〜9099の中から任意に選択
できます。

番号が確定したら 「OK」 を押します。
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8 続いて、ユーザープログラム名の⼊⼒画⾯に移ります。

9 任意のプログラム名を⼊⼒します。

例として、「PSL_0-25」 と⼊⼒します。
プログラム名は、アルファベット、数字、記号の組合せ
により⼊⼒できます。

⼊⼒が完了したら、「次へ」 を押します。

10 続いて、単位の選択画⾯に移ります。

使⽤する単位を反転選択し、「次へ」 を押します。
⼿順15へ進みます。

使⽤する単位がリストに無い場合は、⼿順11へ
進みます。

11 使⽤する単位が無い場合は、任意の単位を⼊⼒
します。

単位画⾯をスクロールして⼀番下の[空欄]を選択し、
「編集」を押します。
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12 任意の単位⼊⼒画⾯に移ります。

13 例として、「PSL」と⼊⼒します。
単位は、アルファベット、数字、記号の組合せにより
⼊⼒できます。

⼊⼒が完了したら、「OK」 を押します。

14 単位の選択画⾯に戻ります。
⼊⼒した単位が設定されていることを確認します。

「次へ」 を押します。

15 検量線作成の基準となる単位の確認画⾯に移り
ます。

「NTU」以外は選択できませんので、「次へ」 を押して
先に進みます。
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16 検量線作成⽅法の選択画⾯に移ります。

「標準液を測定」 を選択し、「次へ」 を押します。

17 標準液測定による検量線作成画⾯が開きます。

はじめに調製標準液濃度を濃度が低い順に⼊⼒し、
⼊⼒を終えたら調製標準液を測定していきます。

まず、画⾯右下の 「＋」 を押します。

18 １ポイント⽬の調製標準液濃度⼊⼒画⾯が開きます。

19 例として、「0.25」を⼊⼒します。

「OK」 を押します。

19



20 検量線作成画⾯に戻ります。

１ポイント⽬の調製標準液濃度が⼊⼒されていること
を確認します。

続いて、２ポイント⽬の調製標準液濃度⼊⼒を⾏い
ます。
画⾯右下の 「＋」 を押します。

21 ２ポイント⽬の調製標準液濃度⼊⼒画⾯が開きます。

22 例として、「0.5」 を⼊⼒します。

「OK」 を押します。

23 検量線作成画⾯に戻ります。

２ポイント⽬の調製標準液濃度が⼊⼒されていること
を確認します。

同様の⼿順で調製標準液濃度を⼊⼒していきます。
校正点は、最⼤24ポイントまで設定できます。
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24 全ての校正ポイントを⼊⼒したら、調製標準液測定
に移ります。

⼊⼒した濃度の標準液を希釈調製します。

測定を⾏うサンプルセルを⽤意します。

25 ⼀番⽬のポイントを反転選択し、標準液を⼊れた
サンプルセルを測定部に⼊れ、測定部カバーを閉め
ます。

「測定」 を押します。

26 画⾯左下に「測定中　○○％」と表⽰され、⾃動安定
判断の進捗を⽰します。

27 測定が完了すると、右側に測定値(NTU)が表⽰され
ます。

同様の⼿順で全てのポイントについて調製標準液の
測定を⾏います。
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28 全ての⼊⼒ポイントについて調製標準液の測定を
終えたら、「次へ」 を押します。

29 検量線式の選択画⾯に移ります。
「次へ　検量線」 を繰り返し押すことで検量線形式が
変わり、⼀次式／⼆次式／三次式の切替ができます。

※⼊⼒ポイント数や直線性の程度により、三次式が
表⽰されない場合があります。

右図は⼀次式の例です。

30 右図は⼆次式の例です。

31 右図は三次式の例です。

直線性や画⾯左下のr2値を確認し、最適な式を
検討します。
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32 強制ゼロ機能により、検量線の切⽚をゼロに設定
することができます。

画⾯下の「強制ゼロ オフ」を押して「強制ゼロ オン」
に切り替えます。

「次へ　検量線」 を押します。

33 切⽚をゼロとした⼆次式の例です。

「次へ　検量線」 を繰り返し押すことで検量線形式の
切替ができます。

34 切⽚をゼロとした三次式の例です。

35 切⽚をゼロとした⼀次式の例です。

検量線形式と切⽚設定が決まったら、「完了」 を押し
ます。

※ 「完了」 を押した時点では、検量線プログラムは
保存されておりません。
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36 検量線詳細が⼀覧で表⽰されます。
単位や検量線形式、切⽚設定等を再度確認します。

「保存する」 を押します。

37 「Program data is updating...」がポップアップ
で表⽰されます。

ポップアップ表⽰が消えたら、ユーザープログラムの保存
が完了です。

「終了」 を押します。

38 登録済みユーザープログラム⼀覧に戻ります。
作成したプログラムが追加されていることを確認します。

「戻る」 を押してユーザープログラム編集を終了します。
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Ⅵ ユーザープログラム作成⼿順［演算式を⼊⼒］

 はじめに

　 ここでは、「演算式を⼊⼒」によるユーザープログラム作成⼿順について説明します。
　 「演算式を⼊⼒」は、調製標準液のNTU濁度と調製標準液濃度の関係式（係数）を直接するモードです。

 調製標準液の測定

　 ホルマジン ・ PSL(ポリスチレンラテックス混和標準液) ・ カオリンなど、濁度測定⽤の標準液を⽤意します。
　 濁度測定⽤の標準液を純⽔で希釈調製し、複数ポイントの調製標準液を⽤意します。調製標準液は、測定を
⾏う予定の範囲よりも広めに⽤意し、⽬的の測定領域が検量線の範囲内に収まるようにします。

　 各調製標準液をサンプルセルに⼊れ、サンプルセルを測定部に挿⼊します。測定部カバーを閉めて「測定」を押し、
調製標準液の濁度(NTU)を測定し記録します。

 調製標準液のNTU濁度と調製標準液濃度の関係式を求める

　 各調製標準液濃度と、その濁度値(NTU)の組み合わせを、表計算ソフトにてグラフ化し、関係式を求めます。
ユーザープログラムで設定可能な形式は、⼀次式、⼆次式、三次式のいずれかです。関係式の係数 ・ 切⽚を
記録し、下記⼿順にて検量線として⼊⼒します。

　 当社提供の検量線を⼊⼒する場合は、所定の係数を下記⼿順にて⼊⼒します。

1 TL2350濁度計の電源を⼊れます。

サイドメニューから 「校正」 を選択します。
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2 校正画⾯が起動します。

右下の 「オプション」メニューを開きます。

3 「校正セットアップ」 を選択します。

4 「ユーザープログラム」 を選択します。

5 登録済みユーザープログラム⼀覧が開きます。
※初期状態は、空⽩となっています。

「オプション」 を開きます。
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6 プログラムオプションが起動します。

「新規」 を選択します。

7 ⾃動的に、現在空いているプログラム番号が表⽰され
ます。

プログラム番号は、9000〜9099の中から任意に選択
できます。

番号が確定したら 「OK」 を押します。

8 続いて、ユーザープログラム名の⼊⼒画⾯に移ります。

9 任意のプログラム名を⼊⼒します。

例として、「PSL_0-25」 と⼊⼒します。
プログラム名は、アルファベット、数字、記号の組合せ
により⼊⼒できます。

⼊⼒が完了したら、「次へ」 を押します。
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10 続いて、単位の選択画⾯に移ります。

使⽤する単位を反転選択し、「次へ」 を押します。
⼿順15へ進みます。

使⽤する単位がリストに無い場合は、⼿順11へ
進みます。

11 使⽤する単位が無い場合は、任意の単位を⼊⼒
します。

単位画⾯をスクロールして⼀番下の[空欄]を選択し、
「編集」を押します。

12 任意の単位⼊⼒画⾯に移ります。

13 例として、「PSL」 と⼊⼒します。
単位は、アルファベット、数字、記号の組合せにより
⼊⼒できます。

⼊⼒が完了したら、「OK」 を押します。
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14 単位の選択画⾯に戻ります。
⼊⼒した単位が設定されていることを確認します。

「次へ」 を押します。

15 検量線作成の基準となる単位の確認画⾯に移り
ます。

「NTU」以外は選択できませんので、「次へ」 を押して
先に進みます。

16 検量線作成⽅法の選択画⾯に移ります。

「演算式を⼊⼒」 を選択し、「次へ」 を押します。

17 演算式の⼊⼒画⾯に移ります。

はじめに、検量線形式を選択します。

「C=a+bA」 を押します。
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18 検量線形式の選択画⾯が開きます。

例として、「C=a+bA」 を選択します。

「OK」 を押します。

19 演算式の⼊⼒画⾯に移ります。

続いて、係数⼊⼒を⾏います。

「a  0.0000」 を押します。

20 切⽚の⼊⼒画⾯が開きます。

例として、「0.0000」 を⼊⼒します。

「OK」 を押します。

21 演算式の⼊⼒画⾯に移ります。

引き続き、係数⼊⼒を⾏います。

「b  0.0000」 を押します。
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22 係数の⼊⼒画⾯が開きます。

23 例として、「1.629」 を⼊⼒します。

「OK」 を押します。

24 演算式の⼊⼒画⾯に移ります。

⼊⼒した内容が設定されていることを確認します。

「OK」 を押します。

25 検量線詳細が⼀覧で表⽰されます。
⼊⼒内容を再度確認します。

「保存する」 を押します。
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26 「Program data is updating...」がポップアップ
で表⽰されます。

ポップアップ表⽰が消えたら、ユーザープログラムの保存
が完了です。

「終了」 を押します。

27 登録済みユーザープログラム⼀覧に戻ります。
作成したプログラムが追加されていることを確認します。

「戻る」 を押してユーザープログラム編集を終了します。
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Ⅶ ユーザープログラムで測定する

1 TL2350濁度計の電源を⼊れます。

サイドメニューから「校正」を選択します。

2 校正画⾯が起動します。

右下の「オプション」メニューを開きます。

3 「校正セットアップ」を選択します。

4 「ユーザープログラム」を選択します。
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5 登録済みユーザープログラム⼀覧が開きます。

⽬的のプログラムを反転選択し、「測定開始」を
押します。

6 ユーザープログラムによる測定画⾯となります。

画⾯上部に使⽤中のプログラム番号（例: 9004）
が表⽰されます。
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